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東京学習会の日程(予定)

日時 場所 話題

６月１８日（金）
18:30~20:30

東京市民ボランティアセン
ター会議室C

種子とは何か
種とは何か
植物の性

７月２日（金）
18:30~20:30

東京市民ボランティアセン
ター会議室C

植物の栽培化過程
栽培植物
変異と選択

７月２３日（金）
10:30~17:00

東京学芸大学環境教育実
践施設多目的室

農耕の起源と伝播
カルタヘナ議定書
彩色園見学ほか

９月３日（金）
18:30~20:30

東京市民ボランティアセン
ター会議室B

生物文化多様性保全
たねの保存
市民活動～伝統と民族

９月１７日（金）
18:00~20:30

東京市民ボランティアセン
ター会議室B 変更

生物多様性条約COP10に
向けて



生物多様性条約前夜1991年
K.R.ミラー世界資源研究所

• 貴重な資源、経済発展に
必要不可欠

• 有史以来最大の絶滅の
危機

• 評価 ①消費利用価値・
生産利用価値（食糧・医
薬品）、②非消費利用価
値（生態系）、③選択価
値（自然）、④存在価値
（野生生物）、⑤倫理的
価値（文化との結びつき）

• バビロフ・センター

• ホットスポット

• 遺伝子、個体群、種、生
物群集、生態系

• 未知の生物種

• レッドデータブック

• 環境サービス

• 観光、レジャー



生物多様性条約1992

• 前文

• 第一条目的

この条約は生物の多様性
の保全、その構成要素の
持続可能な利用及び遺
伝資源の利用から生ず
る利益の公正かつ衡平
な配分をこの条約の関係
規定に従って実現するこ
とを目的とする。

• 第二条用語

生物多様性とはすべての生
物の間の変異性をいうも
のとし、種内の多様性、
種間の多様性及び生態
系の多様性を含む。

生物資源、バイオテクノロ
ジー、遺伝資源原産国・
提供国、栽培種、生態系、
生息域内・外保全、遺伝
素材、遺伝資源、保護地
域、持続可能な利用



CBD市民ネットワーク

人々とたねの未来作業部会
東京学習会第１回

１．種子seedsとは何か

２．種speciesとは何か

３．植物の性sexualityについて

４．話し合い：種子の存在意味について



第1回要約

生物多様性条約の中では遺伝資源として表
現されており、具体的な植物の種子（たね）
seedという用語は出てきません。生物進化の
基礎単位は種speciesであり、生物多様性を

豊かにする小進化は種レベルで起こっていま
す。植物は、遺伝子を交流するための複雑な
繁殖様式によって、その多様性を高めてきま
した。繁殖の成果である種子は次の生長の
始まりであり、生命を連続させるたねでもあり
ます。



植物の特性

• 独立栄養（光合成）を営む、移動しない。

• 生育する場所が広範囲にある。

• 繁殖様式が複雑である。

• 倍数性が高い。染色体数が多い。

• 種数：

植物 ２４８，５００種

藻類 ２６，９００種



０．遺伝資源genetic resourcesとは
何か

• 多様な遺伝的変異を遺伝資源という。

とくに重要なのは、

１）長期間伝統的に栽培されてきた在来品種群

２）祖先野生種および近縁種

３）地理的起源地において、作物ー雑草複合を
形成している雑草種

具体的には、種子の保存、株や生長点培養に
よる繁殖体の保存、DNAの保存、生態系の中
での保存など。



１．種子seedsとは何か

形態

• 種子は胚珠が受精の結果大きくなったもの。
新しく生じた胚、内乳のほかに、母体の珠皮
が種皮に発達したもので、珠心は退化するか
種皮の一部に加わる。

• 種皮は複雑な組織に分化している。

• 胚は卵細胞の受精の結果生じたもので、子
葉と胚軸が主要部で、幼芽と幼根は伸びてい
ない。



種子の形態

星川 （1983）



種子のでき
方いろいろ

佐竹 （1971）



種子の大きさ



種子の役割

• 新しい植物体、両親の生殖質（遺伝子）をもっ
ている。

• 生育初期に必要な高品質の栄養を含んでい
る。

• 種子は当座生きるのに必要なもの全てをもっ
ている。全体論的な見方からすれば、種子こ
そ生命のすべて、再生の始めである。

• 還元論的な見方では、遺伝子の担体＝遺伝
資源。



種子の栄養価
種名 エネル

ギーKcal
水ｇ たんぱく

質ｇ
脂質ｇ 炭水化

物ｇ
灰分ｇ 食物繊

維ｇ

イネ 350 15.5 6.8 2.7 73.8 1.2 3

コムギ 337 12.5 10.6 3.1 72.2 1.6 10.8

トウモ
ロコシ

350 14.5 8.6 5 70.6 1.3 9

モロコ
シ

352 12 10.3 4.7 71.1 1.9 9.7

ダイズ 417 12.5 35.3 19 28.2 5 17.1

アマラ
ンサス

358 13.5 12.7 6 64.9 2.9 7.4

科学技術庁資源調査会 （2000）



種子休眠と発芽の生理生態

• 休眠生態

形態的休眠：胚が未熟

生理的休眠：温度、ホルモン

形態生理的休眠：休眠解除後、胚の生長再開

物理的休眠：種皮が不透水性

複合休眠

• 発芽生理、外環境条件

温度、水、光の有無



埋土種子の周年休眠サイクル



２．種speciesとは何か

• 生物分類の基本単位。

相互に交雑しあい、かつ他のそうした集合体
から生殖的に隔離されている自然集団の集
合体である。

• 種概念：

形態的種、生物学的種、進化学的種、系統学
的種

岩波 生物学辞典



小進化、種・種内分化

• 形態種、リンネ種 基準標本に基づく

• Brauerら、種はそれを構成する個体群の血縁
関係によって結ばれた自然群である

• Ｄａｒｗｉｎ、変異をその内に含んだ可変的な種

• Ｊｏｒｄａｎ、ジョルダン種＝純系

• 生物学的種概念へ

種の補助的概念



河野 （1974）



３．植物の性的特質sexualityにつ
いて

とても複雑である （小野 1963）

• 有性生殖 7つの性型

雌雄両全株（ ）、雌性同株（ ）、三性
同株（    ）、雄性同株（ ）、雌雄同
株（ ）、雌雄異株（ )( )、雌性雌雄両全
異株（  ）（ ）

雌性先熟、雄性先熟、間性、性転換、

• 無性生殖、栄養繁殖



有性繁殖

• 自家受粉 他花受粉

• 自家受精、自殖

• 自家不和合性、他殖

• 繁殖の媒介者：

風、水、昆虫、鳥、コウモリ

• 遺伝的変異を高める保障

遺伝子および遺伝子の組み合わせの多様
性



４．話し合い：種子の存在意味に
ついて

• 遺伝資源は物質である。種子は生き物である。

• 種子は自立して生きていける。

• 種子を通じて生物は遺伝子を交換し、遺伝的変
異の多様性組み合わせを高める。

• 種は生殖的に隔離されて存在してこそ多様性を
高められるが、まれな雑種形成は小進化につな
がる。

• 多様な有性・無性繁殖が多様性と安全性を保証
している



５．CBD第２条用語への提言

• 「遺伝資源、生物またはその部分」を、

“Biological resources” includes genetic 
resources, organisms or parts thereof, ….

• 具体的に、｛生物または種子（卵）などの繁殖
体｝とする。

Parts as seeds and propagules,



小野 （1963)



CBD市民ネットワーク

人々とたねの未来作業部会
東京学習会第2回

1.植物の栽培化過程 domestication

2.栽培植物 domesticated plants

3.変異と選択 variation & selection

4.話し合い： 栽培化とは何か



第2回要約

生物多様性条約は生物の多様性の保全と
ともに、その持続的な利用から生ずる利益の
公正かつ衡平な配分を目的にしています。人
々は野生植物や栽培植物を利用して、日々
の暮らしをたててきました。植物の栽培化過
程における人々と植物の関わり合いは1万年

以上に及びます。人々は植物の多様な変異
を選択し、相互に共生的関係を深めてきたの
です。



1.植物の栽培化過程

野生：

• 野草の採集、利用

半栽培

• 野草の採取、保護管理、選抜

• 雑草の救荒食（保険作物）、飼料、としての利
用

栽培化

• 管理保護の手厚さ、丁寧に選抜して品種分
化・・・ 早生、晩生、味、見た目、収量etc.



野生植物の畑縁での栽培

• 野生植物の保護管理

フキ、ヤマウド、ギボウシ、ワサビ、ツリガネ
ニンジン、ワラビ、タラ、アケビなど

• 半栽培に進んだもの

スイタクワイ、

• 栽培化に進んだもの

フキ、ウド、ワサビ、アケビ



半栽培植物スイタクワイ

栽培技術と道具、
加工調理の道具
と方法が体系化



採集 収集 移植、管理 栽培

半栽培 栽培化

野草 雑草 飼料 保険作物 作物

自然選択
+ 人為選択

自然雑種形成
+ 人為雑種育成

逸出や擬態

共生

多数作

敵対 隷属

単作

潜在意識

遺
伝
子
組
み
換
え
生
物

生業 産業

余剰生産

人里植物

地域および在来品種                    

改良品種

野生 商品化

植物と人々の関わりの歴史



オリッサ州 南インド

第1段階

第2段階

第3段階

陸稲畑D

コドラ畑D
インドビエ畑D

サマイ畑D

インド亜大陸

コルネ畑D

コラリD１
混作畑

コラリD２
混作畑

ジャングル・
ライスW

デーラW サマイＷ

コラリＡＷ

グサラ・パタＷ

サカラティ・サメＡＷ

シコクビエ畑Ｄコド・ガースＷ

水稲Ｄ

キンエノコロＷ

図14．インド亜大陸における雑穀類の起源

東インド



栽培植物の起源地

ヴァヴィロフ・センター： ①地中海-南西アジア、②アフリカ、③中国、④
東南アジア、⑤メソアメリカ、⑥南アメリカ
詳細（阪本 1987） 配布資料



農耕技術の伝統的知識

Multicropping (⇒Monoculture モノカルチャー)

間作： 相補的な作物を交互に植える、イネ科とマメ科

連作： 循環的に作付・収穫を行う

つなぎ作： 循環的で、一部栽培期を重ねる、オオムギに
シコクビエ（苗床）

寄せ集め作： パッチ状にいろいろな作物を植える

多層作： 作物の生長方向を考慮して、いろいろなものを
植える

農耕地内の生物多様性を高める



焼畑周期を通じた植物群落の変化

焼畑地の段階

種数

作物 野生 合計 食料
狩猟獣を誘引
する植物

新しい焼畑地 28 28 56 21 23

２年未満

古い焼畑地 19 59 78 30 46

２～４０年 果樹保護

休閑地 0 23 23 14 18

４０～１００年

Balee & Gely 1989 を省略



2.栽培植物
• 食物： 穀物、いも、野菜、果物、香辛料

• 飲料： 茶、コーヒー、チョコレート、ハーブetc

• 医薬品： キニーネ、モルヒネ、

• 衣類： 綿、麻、亜麻、コウゾ、桑、パンヤ

• 染料： アイ、ムラサキ、センナ

• 建材： 家、材木、屋根材、家具

• 遊び道具： 楽器、バット、

• 化粧品： 石鹸、香水、口紅、クリーム、

• 運送道具： 船、車、ゴム、飛行機

• 武器： 弓矢、槍etc

• 飾り： 草花



栽培化による植物の変化

連続的、初期は緩やか、直前は素早く

• 種子の非脱粒性

• 器官の大型化

• 生育の斉一性

• 繁殖様式の変化 他殖性から自殖性へ

• 休眠性の変化 低下、斉一な発芽

• 日長性の変化 早晩生 ⇒ 耐乾、耐寒

• 有毒成分の無毒化 キャッサバなど

• 貯蔵成分の変化 澱粉のもち性



栽培植物レンコン

目的部位が発達、
花や地下茎



3.変異と選択

• 遺伝的変異＝ 突然変異

• 自然選択 人為選択

グループ・セレクション 個体セレクション

• ボトルネック効果

ダーウイニズム

• 個体変異

芽条変異枝変わり＝栄養繁殖可能

• 植物の環境による可塑性は大きい



種間と種内の変異



種分化、種内変異、加工・調理にお
ける文化的変異



伝統的な農民による育種技術

• 多様性の増進～自然交雑の補助

近縁種との遺伝子交流、他品種の植栽、他
花受粉の増進

• 多様性の増進～人為交雑

人為受粉

• 望ましい遺伝子型の維持

作付場所・時期の隔離、人為＋自然選抜



近代的な育種技術

• 組織的、全国的な品種開発

• 育種法

分離育種法、系統育種法、戻交雑育種法

• 雑種第1代植物の利用

• 倍数性の利用（コルヒチン処理、種属間交雑）

• 突然変異の利用（自然の突然変異、人為的突
然変異；放射線）

（赤藤１９６９）



雑種第１代first filial generation

• 雑種強勢の利用

単系交雑、複交雑、三系交雑、多系交雑・・

• 雄性不稔系統の利用、タマネギ

• 交雑育種法：交雑、変異の拡大、選抜、遺伝
的固定



選択（淘汰）



人為選択の意味：脂肪含量



自然と人為選択の意味



遺伝子組み換え植物
• 遺伝子組み換えとは、遺伝子つまりデオキシリ
ボ核酸DNAを目的植物に人工導入し、特定の
形質を付与すること、と定義される。

• 植物に（たとえば、バクテリオファージ、ニワトリ
、ヒト）種属を超えて、遺伝子が導入されること、
生殖的隔離を破壊すること、進化上あり得ない
行為に、人類のためという美辞麗句を並べても
、賛同できない。

• 対極は、在来品種の無農薬、有機栽培。

｛科学者は無知による感覚的反発に過ぎない、リ
スク評価、ベネフィット評価で判断すべきという｝



4.話し合い： 栽培化とは何か

栽培化とは何か？

人間と栽培植物の共生進化＝契約

遺伝資源のロイヤリリティ使用料⇒ 伝統農家
に

原産地の特定は困難か

栽培起源地の研究と保全

ヴァヴィロフ・センター（１次）、２次センター、

ホットスポット



遺伝資源・種子は誰のものか？

• 自家採種は小規模農家の基本的権利か？

• F1種子も在来種子も、対価を払っても必要で
あれば買う。

• 購入以降の自家採種は自由であるのか？

• 遺伝資源＝種子銀行へのアクセス

• 種子の寡占、政府機関＋国際機関

｛遺伝子組み換えが人類を救うと信じるのなら、
在来品種の種子や生物多様性はいらない｝



提言事項

• 遺伝的侵蝕を防止する

• 野生植物全般、栽培植物の近縁種、在来品
種の種子（遺伝資源）の系統保存を進める。

• 各組織の協働体制を作るのか？

Biodiversity International, CGIAR 国際農業研
究協力組織委員会の関係研究機関

各国、自治体、研究機関、教育機関

種苗会社など 小種苗会社

NPO + 農家



CBD市民ネットワーク

人々とたねの未来作業部会
東京学習会第３回

１．農耕の起源 origin of agriculture

２．たねから胃袋まで、農耕文化基本複合

basic agricultural complex

３．農耕文化の伝播 

dispersal of agricultural complex

４．話し合い： 農耕文化について



第3回要約

植物との共生的関係は種子（たね）から胃
袋まで（農耕文化基本複合）の伝統的知識体
系として保障されてきました。多くの民族文化
の基層、生業である農耕はどのように起源し
て、さらには世界に伝播していったのでしょう
か。生物多様性をさらに豊かにしているのは
、植物をめぐる伝統的知恵（「文化多様性」）
であり、ここに持続可能な社会への鍵がある
のではないかと思います。



世界の気候区



０．栽培植物と人類の共生関係の成
立過程（阪本1995簡略）

１）人類の出現以前 寒冷化、乾燥気候 第３紀中
草原の出現⇒ 草食性・集団性動物（共生選択）

２）狩猟・採集 人類出現 500万年前 第４紀

森林破壊、トレイルができる、排泄物・ごみの集積

⇒雑草性、一年生植物が出現 （原初的共生関係
成立、いくぶん敵対的）

３）半栽培 雑草性植物の優占、環境攪乱増大、
繁殖制御・移植、採集・利用法の確立 （より前進
した共生関係の成立、共存的）



１．農耕の起源

４）初期農耕 雑草性植物に対して

① 自然集団から人為的隔離

② 繁殖のコントロール

③ 遺伝的変異の選択 ⇒ 栽培型の成立

耕作地の造成（周期的環境攪乱）

播種・定植、管理、収穫、種子の保存

品種改良：変異の選択、固定、交雑

人類の栽培植物への依存の拡大 ⇒

栽培植物の出現 完全な共生関係の成立



最初のお百姓たち

麦とキビ・アワが共存する農地



イネ科庭園種まく人像と博物館No.１

上： 足元には世界中の栽培穀物が
植えてある。
下： 植物利用の展示がある。

イギリス、キュー植物園



２.たねから胃袋まで、農耕文化基
本複合

種子たねの食利用に関わる文化

• 植物種子の多様な変異性

• 栽培： 栽培の技術・方法、道具、資材、肥料
、（農薬）

• 加工： 加工の技術・方法、道具、資材

• 調理： 調理の技術・方法、道具、資材、調味
料

• 食事： 食事の方法、道具、作法、行事

（廃棄+循環）



半閉鎖系の循環農業
（自然から文化）

植物種子

栽培・生産 加工・調理 食作法

廃棄
堆肥

消費

在来品種

栽培方法

農機具

加工方法／加工器具

調理方法／調理器具

雑草

人里植物

野草



３．農耕文化の伝播

• 4つの農耕文化： ①地中海農耕文化、② サ

バンナ農耕文化、③ 根栽農耕文化、④新大
陸農耕文化（中尾、Sauer）

• 6つのヴァヴィロフ・センター： ①地中海周辺
~中央アジア、②西アフリカ～アビシニア、③

中国周辺温帯、④中国南部、インド～東南ア
ジア、⑤メキシコ～中央アメリカ、⑥アンデス
と東斜面地域



４つの農耕文化（中尾１９６７）と６つの
栽培起源地（阪本１９９６）

１

２

５
３

６

４
トウガラシ、
トマト、ハヤト
ウリ

ハクサイ

ダイズ

ナス、
キュウリオクラ、

スイカ、
メロン

ダイコン、ニン
ジン、カブ、
キャベツ

空間と時間を考える



考古遺跡と農耕／言語伝播仮説

• 考古遺跡からの出土品

植物の微細遺物は無視されることが多かった。

花粉分析、プラントオパール分析、フローティン
グによる遺物の検出頻度の増加、検証の精
度の改善

イモ類は残りにくい。花粉、穀類、堅果類の遺物
のみ。

• 記述言語の分析による伝播仮説

言語記録がない過去の分析はできない。



穀物／言語の伝播ルート



キビの地方名、呼称
地域 国名 現代名 古名

東アジア

中国 chi, shu, shuzi, nianmi, huangmi shu

内モンゴル horei bata

朝鮮 kijan

日本 kibi, inakibi, kokibi kimi, shipshi-kepp

中央アジア

カザフスタン psheno

アフガニスタン arzan

南アジア

パキスタン

北部 olean, chiena, cheena, bau, onu

南部 tzetze

インド

北部 charai, china, sawan, cheena, chin, cheena, worga vreelib-heda, unoo, vreehib-heda

南部
wari, tane, cheena, baragu, pani baragu, variga, varagu, 
katacuny

ネパール China

スリランカ mene'ri

西アジア

アラビア kosjaejb, kosaejb, dokhn

トルコ dari, kundari

イスラエル Dokhan

アフリカ

エジプト Dokhn

ヨーロッパ

ギリシア kegchros

ハンガリー ko"les

ロシア Proso

ポーランド Proso

クロアチア Proso

リトアニア sora

オランダ Gierst

ドイツ rispen hirse

イタリア Milium miglio

スペイン mijo comun

フランス millet commun

イギリス common millet mill

河瀬1991，阪本1986ほかから補足



ユーラシアにおけるキビ出土遺跡
の年代と伝播ルート

6500BC

6500BC

2500BC 3900BC

1600BC

5500BC

1800BC

1600BC

3000BC

900AD

？BC



４．話し合い： 原産国と文化多様
性について

• 生物多様性条約第ｃｃ

原産国の特定は困難である。

• 生物多様性条約第ｂｂ

伝統的知識の尊重、先住民や家族農民の自家
採種は基本的生活基盤



CBD市民ネットワーク

人々とたねの未来作業部会
東京学習会第４回

１．生物文化多様性保全 

conservation for biocultural diversity

２．たねの保存～行政、公共、市民

seed conservation ~ government-public-citizen

３．市民活動～伝統と民族

citizen social activities ~ tradition and ethnicity

４．話し合い： 種の保存・供給について



第4回要約

遺伝資源としてだけではなく、「文化的情報」
を含め、生物文化多様性を配慮して種子（たね
）を保存する必要があります。たねの保存は短
期・中期・長期にわたり種子（遺伝子）銀行で保
存する方法と農家が畑で栽培し続けて保存す
る方法があります。たねの保存と供給を支える
には行政、市民、農民ほかあらゆる人々が連
携した新たな公共の考え方による組織が求め
られます。国内外のたね保存の事例を参考に
、新たな組織の在り方について考えてみましょ
う。



食と信仰：アワの利用
ヤマメ祭、静岡市井川

１．生物文化多様性保全



自然から文化への生物多様性

• 農牧地生態系レベル  Communities

水田、畑地、果樹園、牧草地ほか

• 種レベル Species

栽培植物、雑草、家畜、 他の動植物、菌ほか

• 個体群レベル  Individuals 地域固有

在来品種、「固定品種」

• 遺伝子レベル Genes 普遍的

「改良品種」、雑種第１代品種



表１．農耕地生態系の生物文化多様性

多様性の構成要
素

使用方法 栽培体系 管理方法 構成生物 農耕文化

生態系
山村、農村、町市街、
都市

多様～小庭 自然～人工 野生生物～人類 多様～わずか

農耕地
水田、天水田、畑地、牧
地、畦畔etc.

散播、点播、条播 焼畑、伝統的農法
作物、家畜、雑草、昆虫、
菌、魚類、カエルetc.

農耕文化基本複合

生物群集 隣接林地、草地
混作、間作、輪作、単作、
二毛作、二期作

低投下、有機・無農薬、
自然農法

同種、近縁種、異種
農耕儀礼、農耕文化複
合

広大農地、灌漑、温室な
どの施設

企業的モノカルチュアー 化学肥料・農薬多投下
改良品種、一代雑種Ｆ
１

全く関わらない

栽培起源 野生採集 一次多様性センター
ホットスポット、遺伝的変
異の蓄積

二次多様性センター 品種分化

種
生存食料、自家消費、
贈答用

小規模、多種少量栽培 家族経営
栽培植物、近縁雑草、擬
態随伴雑草、随伴雑草、
雑草

伝統的な農法を残してい
る

商用食糧、換金作物、
国際貿易用

大規模、少数多量栽培 組合経営、巨大企業 特定品種のみ 現代的な農業

個体群
地域固有：地方品種、
在来品種、固定品種

個人、篤農
自家採種、人為選択、
自然選択

品種の雑駁さ、大きな変
異の幅

多様な郷土食、行事食、
生活利用

商用品種 中小種苗会社 委託採種 特色ある品種 いくらか関わる

遺伝子 汎用：一代雑種
大手種苗会社、公的研究
機関

強度の選抜、計画的交
配

均質な改良品種 ほとんど関わらない

限定：遺伝子組み換え 国際巨大種苗会社 支配的種苗管理
恣意的・特定目的的な品
種

全く関わらない

木俣（未発表）



表２．在来品種などの用語解説

類型 説明

地方品種・在来品種 各地域で古くから栽培されてきて、環境に適応し、地域固有の好みにあった伝統的な品種

固定品種 自家採取でき、形質があまり分離しない遺伝的に安定した品種（純系まで固定されていない）

交雑品種 固定品種間の交雑で得られる品種（自然選択に加え、人為選択が働いている）

改良品種

栽培植物や家畜などにおいて人為選択や交雑などにより有用な品種を作り出すこと。集約的
な栽培管理と施肥料の多い条件下で高収量を上げるように、広域適応性に向けて育種され
ることが多い。

一代雑種（Ｆ１）
好ましい形質をもつ異なる品種や系統の間の人為交雑による一代雑種は両親に比較して優
れる雑種強勢の現象が認められる。Ｆ1＝ first filial 第一雑種世代の

遺伝的侵食
改良品種が大農式農法とともに、地域へと組織的に導入されると、在来品種は少数の改良
品種にとって代わられ、地域の品種群の遺伝的多様性は急速に減少して画一化する。また、
少量生産の種や品種は消滅する。

遺伝子組み換え作物 遺伝子組み換え技術により遺伝的特性を改変させた作物

「古くから」の含意は近代的品種改良がおこなわれるようになった明治期以前からとしておく。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E4%BC%9D%E5%AD%90%E5%B7%A5%E5%AD%A6


生物文化多様性の情報保存

記憶銀行

在来技術

現代化

「科学的」知識
と技術

高収量品種群

伝統的品種群

遺伝子銀行

ｂ

文化情報
知識、技術

文化的変異性

人間と環境の
相互作用

遺伝的変異性

遺伝情報
遺伝子型、
表現型

突然
変異､
浮動

革新／
普及

環境変化
共進化
選択／育
種／淘汰

a

Nazarea 1998



２．たねの保存
～行政、公共、市民、農民

• たねは誰のものか？

• 誰が保存するのか？

• たねの価値はどう評価するのか？



村人のキビ畑で防雀網張りの手伝い

右はそば畑。

植物と人々の博物館
イにシアティヴ



山梨県小菅村の雑穀栽培見本園



雑穀類の在来品種～南アルプス周辺の山村

77



北方から伝播したキビ在来品
種（北海道平取町）

山村農家に保存され
ている多様な穀物の
在来品種の種子

（山梨県上野原町）

雑穀種子の収集と保存



日本有機農業研究会の種子保存

種苗ネットワーク

• 在来（品）種・固定（品）種・自家繁殖できて有
機栽培に適した品種を大切に増やしましょう。

• 種採りの活動を広げましょう

• 登録しましょう



在来野菜品種の生物文化多様性
を求めて

生物文化多様性の保全研究

• 日本有機農業研究会 種苗検討会

• 分担の調査研究

2008年 京野菜の調査、生物多様性の実態

2009年 長崎・福岡の在来品種、生物多様性
の概念

2010年 南九州・沖縄の在来野菜 予定



種苗ネットワークの提供サービス

提
供
登
録
者

有料種子の寄贈

種苗情報の提供

冷凍保存

種苗ネットワーク

データベース

保存種子の頒布

自家繁殖カード集

利
用
登
録
者

提供可能種苗の注文（自家繁殖カード集から）



寄贈登録 表 日本有機農業研究会種苗ネットワークの保存・供給系統数

春夏播き種子 秋播き種子

作物名 品種数 作物名 品種数

イネ 4 コムギ 2

ダイズ 2 ライコムギ 1

インゲンマメ 3 ハダカムギ 1

ベニバナインゲン 5 ソラマメ 1

ハトムギ 1 エンドウ 5

キビ 1 ネギ 4

アワ 1 ダイコン 3

アマランサス 5 カブ 2

エビスグサ 1 ナタネ 4

トウモロコシ 8 カリフラワー 1

かぼちゃ 4 葉菜 9

マクワウリ 4 カラシナ 1

ニガウリ 1 タカナ 2

トウガン 1

トマト 2

ごぼう 1

オクラ 3

ニンジン 1

ネギ 4

高菜 2

カワラナデシコ 1

合計 55 36



有機
農家

一般
農家

農業総
合研究
所

京都府

京都市

大種苗
会社

伝統品種保存（自家
採種）・増殖

新京野菜育種

大学

生産

在来品種の系統
保存、育種

新品種改良
育種素材の保存

種苗販売

中小種
苗会社

地域種苗品種の
維持

分
譲

農業
団体
JA等

有機農
業団体
など

保
存
委
託

種苗交換

京ブランド奨励

京野菜



京在来野菜の自家採種・保存

左上：鹿ケ谷カボチャ、右：柊野ササゲ、
左下：鷹ケ峰トウガラシの選抜



a ｂ

ｃ ｄ

京野菜の販売と普及啓発



a ｂ

ｃ

ｄ京野菜の加工、販売、料亭

d



a ｂ ｃ

ｄ e

京都府立農業総合研究所の在来野菜の系統保存



農耕地生態系の豊かさ、自然選択・
人為選択、種子の自家採種

野菜各種、
赤米品種未来



キュー植物園のミレニア
ム・シード･バンク



エデンプロジェクト
イギリス南西部のコーンウォールにミレニアムプロジェクトとし
て2001年に創設された。面積15ヘクタール、熱帯降雨林と温
帯のバイオームがあった。3000種以上の植物が植えられてい
る。来訪者は年間200万人以上（2004年）。現在はさらに砂漠

など充実している。観光施設として見せる植物園であるが、植
物の保存もしている。

ナーサリーは別場
所にあり、
多数のガラス室に、
植え替え用の植物
を用意している



エデンプロジェクト、UK



３．市民活動～伝統と民族

• 伝統的知識を保護することに知的所有権法
を適用する考え方

• しかし、現代の知的所有権法では、趨勢とし
て伝統的植物知識・情報に対する特許では
なく、効能素材に対する特許のみ認めるとい
う方向にある。

• 遺伝資源と伝統的知識にかかわる先住民の
権利は、いまだに国際法には取り入れられて
いない。



イギリスのBrogdale園芸トラスト

保存品種数

リンゴ ２，３００

ナシ ５５０

プラム ３５０

サクランボ ３２０

Bush fruits ３２０

ほかにブドウ、ナッツもある

1950年代に移転してきた。６０ヘクタール



リンゴ在来品種の保存
Brogdale Horticultural Trust, UK



先住民や小規模農家を支援する
市民活動



アメリカのNPO NativeSeeds/Search

• アメリカ合衆国アリゾナ州ツーソンに本拠を
置くNPO

• メキシコなどの先住民の在来栽培植物在来
品種の現地保全と施設保全を行っている

• これらをめぐる文化多様性の保全に努力し
ている









生物文化多様性を維持するため
の課題

在来品種の種子の保存について

• 農家、行政、研究所の連携体制

• 収集、保存、供給方法の合意

• 研究機関での施設保存、ＮＰＯ団体による保存

農家による種子保存

• 農家での保存を支援する方法

• 日本の持続可能な農耕、農業

• 小規模兼業自給農家、ホームガーデン

生物多様性条約や生物文化多様性保全の技術研修、普
及啓発



４．話し合い： 種の保存・供給につ
いて



CBD市民ネットワーク

人々とたねの未来作業部会
東京学習会第5回

１．学習会の振り返り

２．話し合い：生物多様性条約COP10に向けて

私たちは何をするのか

たねのために何ができるのか

その成果として何が未来につながるのか



第5回要約

小規模農耕者や先住民の伝統的な知恵を
学び、野生植物を保全し、農耕地で伝統的な
在来品種が栽培され続けることを願います。
生物多様性条約COP10に向けては、生きたた

ねの重要さを認知し、私たちが未来に対して
なすべきことをまとめ、ご一緒に提案しましょ
う。



１．学習会の振り返り



２．話し合い：生物多様性条約
COP10に向けて

• 私たちは何をするのか

• たねのために何ができるのか

• その成果として何が未来につながるのか



その後の学び



CBDCOP10の成果は何か



ご清聴 ありがとうございました

TM  Mikio Katsunbou Kimata

持続可能な社会のための環境学習を進めよう
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